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surmnary

Investigations on the daily activity and ingestion amount of organic ni1rogen of Uca lac

tea perplexa were made in the estuary of the Okukubi river. Okinawa Island, from May

1980 to January 1981.

In September the crabs started activity after four to twelve minutes from the recession of

the ti.de. while in December they began activity after about two hours. This may be due

to a difference in soil or air temperatures between September and December. Active time

of individuals outside burrow between eme~gence from burrow and subseq~ent descent in

to the burrow was on an average about three minutes in: summer and about five minutes

in winter. This may be related to differences in soil moisture and the rate of evaporation

from the crabs' body between summer and winter. There w:as a ,correlation between or

ganic nitrogen content "and the amount of fine Particles (LO.063mm) in surface soil. Low

er level (D) of habitlt contained more organic nitrogen and fine particles than in upper

level (A). Number of sand pellets produced by the crabs per unit time tended to de

crease as their carapace width increases. Number of sand pellets produced by the crabs

in the quadrat A was estimated and it was on an average 672 pellets per individual per

active day. Ingestion amount of organic nitrogen was estimated using the degree of reject

ing coarser particles (A=O.9583) given by ONo (1965) (Table 4).
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はじめに 一ドラート別に表層から深さ約４cmまでを採土したあと、

恒温乾燥器（105℃）で乾燥させ､充分乾燥した試料2009
をとり、日本工業規格標準筋の目開き4000浬から６２匹

までの７シリーズでふるい分けた。結果を正規確率紙の

縦軸に積算重量（妬)、横軸に粒度（‘）をとって粒度曲

線を作成し、平均粒度（Ｍｚ）を求めた。また、各コー

ドラートから表層２mm程度を鉄板ではぎとって採土し、

直ちに擬ホルマリンを２，３滴注いで密封した。１個体

が３分間に出す砂団子の数を甲幅の大きさと雌雄別に各

個体について４～５回数えた。砂団子は採取後直ちに磯

ホルマリンを２，３滴加えた。採取した表層士と砂団子は

室内乾燥後、恒温乾燥器（60℃）で12時間乾燥させ、そ

の５９をとりＣＮコーダーで全有機窒素含有量を測定し
た。

沖縄産のハクセンシオマネキは本土産のものと同一種

として扱われてきたが、CRANE(1975）は沖縄産のもの

を別亜種とし、分布地域も本土産のものと異なることを

示した。仲宗根・岡留（1981）は生態的にもいくつかの

点で異なることを指摘し、和名を新たにオキナワハクセ

ンシオマネキとした。また、このハクセンシオマネキの

生態の一部がさらに明らかにされてきた（ＭｕＩｗｕｅｔａ1.,
1982)。今回は本穏の日周活動と摂食通の推定を行なう

ことを目的に、予備鯛査を含めて１９８０年５月から１９８１

年１月まで調査した。

鯛査地と方法

調査地は沖縄本島の金武町にある億首川河口で、左岸
にはメヒルギ、オヒルギ、ヤエヤマヒルギ、ヒルギモド

キで構成されるマングローブ林がある。調査地点はマン

グローブ林より低潮線寄りで、干潮時には完全に千出し

干潟となるところであり、底質は主に砂泥から成り冬場

にはアオノリが繁茂する（Ｆｉｇ．１)。

調査は毎月２～３回干潮時に行ない、気温、地温をそ

のつど記録した。Ｆｉｇ．１に示したＡ,Ｂ，Ｃ，Ｄの各地点

に１×１ｍのコードラートを設置した。調査員３名でコ

ードラートＡ,Ｂ,Ｄについて活動曲線を作成した。各ゴ

結果及び考察

Ａ、日周活動（DailyAQtivity）

１９８０年９月１４日のコードラートＡＩＢ，、の活動曲線

をＦｉｇ．２に示した。コードラートＡの干出時刻は12時５

分、活動開始時刻は12時15分､冠水時刻は18時10分で、

活動終了時刻は18時８分だった。コードヲートＢの干出

時刻は12時36分、活動開始時刻は12時48分、冠水時刻
と活動終了時刻はともに17時51分だった。コードラー
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卜、の千出時刻は13時27分鶴活動開始時刻は13時31分、

冠水時刻と活動終了時刻はともに16時51分であった。

干出後４～12分経って活動個体が出現し、その後活動

個体数は急速に増加し、冠水直前まで多くの個体が活動

した。また、現場殻干潮時刻を中心に対称的な活動曲線

を示した。各コードラートの干出時間と活動時間はｍｕｅ

ｌに示したように、ほぼ一致していることがわかる｡コー

Ｔａｂ１ｅｌ、Lengthoflowtideperiodandactiｖｉｔｙｔｉｍｅｐｅｒｉｏｄｏｆｔｈｅ

ｃｒａｂｓｉｎｅａｃｈquadratinSeptemberandDecember,1980.

September December

Ｑ[凪drat

LengthofIowtideperiodO1）

Activitytimeperiod(h）

Ａ
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Ｂ
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Ａ
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Ｄ
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Ｂ，個体の巣穴外の活動時間（Activ己Timeof

lndividualsoutsideBurrow）

ドラートＡは生息地の高所にあり、コードラートＤ

は低所にあるため、ＡとＤの個体の活動時間に約２時間

30分の差がある。いずれのコードラートとも､開口巣穴

数と活動個体数は一致し、また雄の活動個体が圧倒的に

多かった。

コードラートＡとＤについて12月２１日の活動曲線を

Fig.３に示した。コードラートＡの干出時刻は９時、

活動開始時刻は10時55分、冠水時刻は15時13分、活動

終了時刻は15時11分だった。コードラートＤの干出時

刻は10時、活動開始時刻は12時12分、冠水時刻は１４

時11分、活動終了時刻は14時８分だった。

９月と異なって、干出後コードヲートＡでは1時間５５

分、Ｄでは２時間12分も経ってから活動個体が出現し、

活動個体数も徐女に増加していることがわかる。コード

ラートＡでは活動開始時刻から約２時間後に活動個体数

がピークに達し、コードラートＤでは約１時間後にピー

クに達している。また、ヒメシオマネキでも夏と遮って、

３月には干出後約47分経ってから活動個体が出現し、活

動個体数のピークは干出から約１時間後に達した（NA

KAsoNE，1982)。このように、千出時刻と活動個体の出

Z鯛F刻のあいだの時間的ずれは夏と冬の地温または気温

の差に関係があると考えられる。それで、９月と違って各

コードラートの干出時間と活動時間とは一致していない

（Tableｌ）。例えば、コードヲートＡの場合９月と12月

の干出時間は12月が0.14時間長いのに対し､活nｶ時間は

逆に９月が1.61時間長かった。コードラートＤの掲合に

は９月の干出時間は12月と比べて078時間も短かいの

に対し、逆に活動時間は1.4時間も長かった。このように、

冬場の活動時間が夏場に比べて短かくなっているのは干

出後の活動個体の出現が遅いためである。それで、冬掲

の活励曲線は現場の最干潮時刻以降にかなりずれている

ことがわかる。

コードラートＡとＤの活動個体数を９月と１２月で比較

するといずれも１２月で少なくなっているが、これは不活

動個体の存在と分散が考えられる。特に、ゴードラート

Ｄでの雄の活動個体数の半減は、９月と比べて中・大形

個体がかなり減っていることから、分散によるものと考

えられた。活動には干潟表面からl0cpの深さで18℃以

上を必要とし、活発な活動には20℃以上の気温が必要で

ある。気温が18℃以下ではほとんど活動しなかった。ま

た気温が18℃以上でも寒風が強く吹く日はほとんど活動し

なかった｡本土産のハクセンシオマネキの活動が干潟表面か

ら１０cmの深さで13℃以上を必要とする（山口、１９７０）

のに対し、オキナワハクセソシオマネキの活動はそれよ

り５℃も高い温度を必要とすることになり、分布の北限

が沖縄島となっていることも理解できる（CRANE，1975)。
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本種は内湾や河口干潟の小潮平均低潮線から小潮平均

高潮線までの範囲を主な生息地とし（NAKAsoNE,1977)ｈ

比較的長時間にわたって温度変化の激しい空気中にさら

されるため、時☆巣穴に入って水分を補給する。この水

分は呼吸に必要であると同時に、ロに運んだ表層土の中

から有機物やバクテリアを口器でろ過選別することにも

使われる。

このように活動中巣穴に入ったり出たりするが、個体

が巣穴の外で活動している時間の測定結果を夏と冬につ

いて示したのがFigs､４と５である。いずれも甲幅との

関係は見い出せなかった。夏、穴から出て穴に入るまで

巣穴の外で活動している時間の平均は約３分間で、まれ

に10分以上も活動する個体が翠られた゜冬の場合の平均

は約５分間で、１０分以上も活動する個体がよくみられる

ようになり、或る個体は40分以上も活動した｡また、巣

穴に入ってから出現するまでの時間は夏の掲合４０士２８

秒（平均±標準偏差）であった（ＭｕＲＡＩｅｔａ1.,1982)。

このように、夏と冬における巣穴外の活動時間の差は夏

に比べて冬の干潟がよく湿っていることと体表からの水

分蒸発が低く抑えられていることに関係があると考えら

れる゜

Ｃ･各コードラートの粒度と表層±の有機窒素含

有量（SoilTextureandN-contentofEach

Quadrat）

各コードラートにおける１１月の粒度曲線を作成し、平

均粒度を求めたのがＴａＵｅ２である。平均粒度はＦｏＬＫ

ａｍＷＡＲＤ（1957）のＭｚ－(dl6＋の50＋ｄ84）／３で

表現した（庄司、１Ｗ1；小澤・野島、1976)。平均はそ

の値が小さければ粒径が粗く、大きければ細かいことを

表わしている。この結果はコードラートＤ,Ｂ，Ａ,Ｃ,Ｅ

の順で粗くなっていた。つまり、Ｄで平均値が最も大き

く粒径が細かくなっており、Ｅで平均値が最も小さく粒

径が粗くなっている。Ｅはレベルがいくぶん高く、ほと

んど乾燥していて、シオマネキ類は生息していない

（Ｆ埴.１）。

各コードラートの表層土１９あたりのＮ（有機窒素）

含有通を８月と１１月の測定結果について示したのが

Ｔａｂｌｅ３である｡各コードラートとも８月に比べて１１月では

Ｎ通が高くなっている。これは11月以降の底質の湿りに

Ｔａｂｌｅ２Ｇｒａｍｓ吃eparametersofsedimentscolIecteｄｆｒｏｍｓｕｒｆａｃｅｔｏ

ａｂｏｍ４ｃｍｍｄｅｐｔｈｉｎｅacbqUadratinNovember，1980.
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よるバクテリアの増殖およびアオノリ発芽体の出現のた

めと考えられる。表層土のシルト（二0063ｍ）量とＮ

戯との関係をFig.６に示した.この結果、ＯＮＯ（1965）と

NEwELL（1965）によって指摘されたように、シルト量

の増加に伴ってＮ含有量もまた増加する傾向がわかる。

生息地の高所（Ａ)よりも低所（Ｄ）でシルト量もＮ量も

高くなっている。Figs、２，３からもわかるように、コ

ードラート、では生息密度が高く、稚ガニも多く翠られ

た゜このように、低潮線寄りのところは粒径が細かくＮ鼠

も高く、成長速度の速い椎ガニにとって低潮線寄りで生

活することが多量の食物を比較的短時間に摂取でき、営

巣も容易である（仲宗根・岡留、１９８１）。
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Ｄ・摂食活動と有機窒素摂取量（FeedingAc-

tivityandlngestionAmountofOrganic

Nitrogen）

甲幅と１個の砂団子を出すのに表層±をロに運ぶ小鉗

脚の回数との関係をＦｉｇ．７に示した。この結果、甲

幅の大きさにかかわらず、小鉗脚を平均約23回口に運ぶ

ことによって１個の砂団子を出している。摂食のために３

分間に動かす小鉗脚の回数と甲幅の関係をFig.８に示

した。この結果、甲幅が大きくなるに従って３分間に動

かす小鉗脚の回数は減る傾向にあり、これは本種ととも

にヒメンオマネキでも同じ傾向があることがわかってい

る(MuRAIetaL,1982)｡Figs､７，８からわかるよ

うに、大きい個体は砂団子１個を出すのに動かす小鉗脚

の回数は小さい個体と変らないが、単位時間あたりに動

０
７７ 1１１３１５

Carapacewidth（ｍ、）

Fig.７． Ｎｍｎｂｅｒｏｆｆｅｅｄｉｎｇｍｏｔｉｏｎｓｏｆｍｉｎｏｒ

ｃｈｅｌａｐｅｒｏ[rsandpellet、ObservatioIE

werem2del2to24timesabouteach

imiividuaL

かす小鉗脚の回数は少なくなる傾向があり、この事より

単位時間あたりに出す砂団子の数は小さい個体よりも少

なくなるものと考えられる。調査の結果、Ｆｉｇ．９に

示すように３分あたりに出す砂団子の数は甲幅が大きく

－６１－
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間とみなし（ｎｌｂｌｅｌ）、また巣穴内外での各個体の活動

時間配分資料から単位時間あたりの巣穴外での活動時間

の百分率を求め、さらに単位時間あたりの砂団子数の調

査結果から、１日あたりに出す砂団子の数を算出した。

９月は平均して789.2個／個体／日で､11～12月は554.4

個／個体／日であった。沖縄では冬季でも気温が18℃以

上で寒風の吹かない日はいつでも活動するので、上記両

値の平均を求めて１日あたりの砂団子数とすると､671.8

個であった。それは活動した日の個体あたりの平均値で

ある。本土産のハクセンシオマネキが平均657個／日で

ある（山口、1970）のに対し、オキナワハクセンシオマ

ネキは平均672個／日で、１日あたりほぼ同程度の砂団

子を出していることになる。

個体の１日あたりの有機窒素摂取戯は活動曲線、巣穴

内外の時間配分、単位時間あたりに出す砂団子の数、表

層土および砂団子のＮ過[の測定結果から推定された。甲

幅8.80mmの雌と甲掴17.00mmの雄個体に乱､て推定した。

また、この雌と雄の乾体重はそれぞれ0.0649と07439

であった。これはＦｉｇ．１０の回帰式から推定した。１１月

と１２月の鯛査であるので、１日の総活動時間を４時間と

みなした。雌は総活動時間の76.5筋を巣穴外での摂食活

動に費やし、１時間に出す砂団子の数は122個であった。

雄は総活動時間の６５８４筋を巣穴外での摂食活動に費や

し、２４分間に出す砂団子の数は64個であった。粗粒子

吐出度（Ａ）については今回測定していないので、ＯＮＯ

（1965）のハクセソシオマネキの値（0.9583）を用いて

本種の摂食趾を推定した。１日あたりに摂取される有機

窒素且をＴａｂｌｅ４に示した。Ｔａｕｅ４では、１日あた

りにすくいとる泥の重量（ｗs）はｗｓ－ｗｐ／Ａ、すくい

とった泥の有機窒素含有通（Ｎｓ）はＮｓ－ｗｓｘＮｓｕ、１

日あたりに摂取される有槻窒素通（Ｎ）はＮ－Ｎｓ－Ｎｐ
で求めた（ONO,1965)。

ハクセソシオマネキは１日に1.646mgの有機窒素を摂

取することが知られており（ＯＮＯ，1965)､オキナワハク

セソシオマネキの甲幅8.80mmの雌個体は１日あたりに

0.946mg、甲幅17.00画の鍵個体は1.437mgの有機窒素

を摂取しているものと推定された。この摂取量は雌では

乾体重の約１．５締、雄では約０．２筋で､雌は雄よりも約７

倍以上も乾体璽比で高かった。なお、この摂取週は個体

の１日の活動を追って推定されたものではなく、また本

種の粗粒子吐出度（Ａ）についても測定していないため

多少の誤差を含んでいると考えられる。

400
●３（winrr）

◎９（ｗｉｍｅＴ）

△３（ｇｕｍｍｅｎ

●

●

●

●

■
Ｕ
』
。
臣
一
戸
邑
也
の
』
二
一
』
①
色

⑬
■
◎
岩
ｃ
Ｅ
廸
星
『
“
。
］
）
。
』
Ｕ
□
Ｂ
ｐ
ｚ

300

。
⑤
、
Ｒ
Ｂ

●
●
●
●
●
●
》

▲
▲

●
●

●
●
●
●
●

●
●

●

◎
。
◎

。

△
●
▲
△
①
●
●
△

200

ｏ
◎

100 ●
。
▲

０

７９ｎｌ３

Ｃ■mpacewidIh（ｍ、）

1５１７

Fig.８．Numberoffeedingmotionsoflmno「

chelaperthreemhmtes・Observzmtions

weremadeseveraltimesabomeach

mdividual．

ｊＥ
2５

２０■
①
】
ヨ
色
戸
踵
⑭
⑫
』
二
』

』
ロ
ユ
巴
④
一
一
①
。
｝
ｃ
』
④
□
Ｅ
コ
ヱ

1５

。；：：§：｡
１０

５

0

Carapacewidth（ｍ、）

Ｆｉｇ．９．NmnberofsandpeIletsproducedbythe
crabsperthreemimbes・Observations

weremadeseveraltimesabouteach

mdividuaL

なるに従って減っている。

砂団子の数は食物要求に必要であった砂泥の通を示し

ていると考えられる。砂団子の数は日によってかなり異

なるが、個体差もある。９月に雄10個体(甲幅9.6～17.0
ｍｍ）と１１，１２月に雄３個体（甲幅15.3～17.0ｍ)および

雌４個体（8.7～17.0mm)について、平均して１日にどの

くらい砂団子を出すかをコードラートＡで鯛査した。活
動曲線から夏の活動時間を６時間、冬の活動時間を４時

－６２－
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